
学校法人さくら国際学園

募集要項



専門学校 さくら国際言語教育学院



◇学校情報
名称 学校法人さくら国際学園 専門学校さくら国際言語教育学院
住所 山口県萩市大字椿東3000番地10

◇本学が求める人物像
・学習意欲があり、高等教育機関への進学意欲を有する人物
・異文化に対する理解があり、学校生活を通じて成長していく人物

◇本学が目指す人物像
外国語の習得を通じて、異文化の理解と人格の高揚を図り、国際親善と国際平和に資する人物

◇学校の基本理念
本学の建学理念は、日本語の学習を通じて異文化への理解を深め、人格の高揚を図り、国際親善と国際平和
に資することです。学校の教職員や地域の方々との交流を深めることで、充実した意義ある生活を送り、
真の国際人として活躍できる人材の育成を目指しています。

◇教育方針
基本理念をもとに、以下の能力や姿勢を育成することを方針としています。
・主体的に学ぶ姿勢
・日本語技能と自ら学びを管理するスキルの習得
・日本文化や社会の理解と社会の一員として適切に行動できる態度
・多文化共生の精神

◇学校の特徴
立地環境：専門学校さくら国際言語教育学院は2009年に開校しました。学校が所在する山口県萩市は

世界遺産が点在する歴史的な観光地でもあります。温暖な気候と、落ち着いた環境のもと
で就学する事ができます。

生活環境：学校、男子寮、女子寮の自転車圏内には、スーパーマーケットやコンビニ、家電量販店等が
あり、生活には非常に便利です。

◇日本語教育について
当校には、国家資格を有する経験豊富な日本語講師が在籍し、質の高い日本語教育を行っております。
日本語能力試験（JLPT）対策に留まらず、日本社会で通用するような実践的な日本語能力（書く・読
む・話す・聞く）の習得を目指しています。

◇生活指導
生活指導担当者が中心となり、日本での生活のサポートをします。銀行口座開設手続き等からゴミ出しに
至るまで、留学生が日本でより良く生活できるようにサポートします。また、日本で生活する上で必要
なルールを知る為に警察講習や消防講習を実施します。

◇進路指導
専門学校、大学、大学院への進学希望者を対象に、進路指導を実施します。進学説明会への参加や、各学
校のパンフレット配布による情報提供、また個別面談を通じた学生の進路希望のヒアリング、面接練習、
入学願書の書き方の指導等、きめ細かな指導を行います。
成績優秀者・生活態度が良好な留学生に対しては、指定校推薦制度による推薦入学も可能です。

◇課外活動、学校行事
初詣、花見やお茶会などの校外学習、文化祭などの課外授業を行います。
地域の特徴を活かしたイベントを毎年企画しています。
（校外学習、課外活動例）
初詣（1月）、節分（3月）、お花見（4月）、スピーチ大会（6月）、七夕祭（7月）、海水浴（8月）
研修旅行（10月）、文化祭（11月）、クリスマス（12月）

専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科
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◆１、学校概要



専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇募集コース(課程）（日本語学科）
進学２年課程、進学１年９か月課程、進学1年６か月課程

◇修学期間、募集人員
合計120名

◇入学時期

◇授業時間

◇休講日
土日祝祭日、GW、お盆休み、夏季休暇、シルバーウィーク、冬期休暇（年末年始）、春休み
校長が別に定める日

◇各進学課程の目的

進学２年課程 ：大学・大学院もしくは専門学校への進学を目指す
進学１年９か月課程：大学・大学院もしくは専門学校への進学を目指す
進学１年６か月課程：大学・大学院もしくは専門学校への進学を目指す

◇各進学コースの進路

1年生 2年生

進学２年課程
（４月生）

進学１年９か月
課程（７月生）

進学１年６か月
課程（10月生）

コース名 修業期間 修業時間数 入学定員 総定員
進学２年課程 2年 1520時間 20名 40名

進学１年９か月課程 １年９か月 1340時間 20名 40名
進学１年６カ月課程 １年６か月 1140時間 20名 40名

計 60名 120名

コース名 願書受付期間 申請書類提出 CoE交付発表時期 入学時期
進学２年課程 7月～ 1１月上旬～下旬頃 ２月中旬頃 4月

進学１年９か月課程 12月～ 3月上旬～下旬頃 ５月中旬頃 7月
進学１年６カ月課程 3月～ ５月上旬～下旬頃 ８月中旬頃 10月
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午前の部 午後の部

時間割 開始時刻 終了時刻 開始時刻 終了時刻

1時間目 8:50 9:35 13:30 14:15

2時間目 9:35 10:20 14:15 15:00

3時間目 10:30 11:15 15:10 15:55

4時間目 11:15 12:00 15:55 16:40

◆２、コース概要
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学２年課程（ 4月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程全体の到達目標

１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得する。

【目標設定の根拠】進学後、新生活の煩雑な手続き、初対面の相手との緊張した状態での複雑な感情のやり
取り、進学先の専門的な講義、すべてを独力で問題なく対処するために必要な日本語能力として、「日本語
教育の参照枠」に照らし到達目標をB2レベルとした。

【言語活動ごとの総合的な目標】
【聞く】自分の専門分野だけでなく、生活する上で遭遇する様々な場面で、複雑な表現や語彙を含む説明や
助言を聞いて、必要な情報が正確に聞き取れる。一般的な速度で話される日本語から、自分に必要な情報や
説明を正確に聞き取ることができる。
【読む】関心のある話題だけでなく、社会問題や時事問題などの幅広いテーマについての複雑な長い文章で
あっても、読み返したり辞書の助けを借りたりすれば１人で読み解くことができる。広汎な読み物から目的
に合わせた必要な情報を得ることができる。
【話す（やり取り）】自分の意見や気持ちを適切な語彙や表現を用いて伝えることができる。相手の気持ち
や意図を適切に汲み取りながら、状況や意見、感情を適切に相手につたえることができる。
【話す（発表）】様々なタスクに合った発表が、具体例や体験談などを組み込んだ効果的な構成で記述でき
る。関心のある分野や体験した事柄について、まとまりのある長い文での発表ができる。
【書く】求められるタスクに合わせて、正確に読み手に伝わるようわかりやすく効果的な構成で書くことが
できる。進学後の手続きや新生活に必要な情報を発信するための文書が適切に書ける。生活の様々な場面で
記入が必要な書類に、自分の情報が正確に記載できる。

２.高等教育機関への進学を決める。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得する。
４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。

成績・修了要件

【成績・修了要件】
１．全学期の成績表の総合判定が可（60％）以上であること。
科目：１文法・読解、２文字・語彙、３聴解、４作文、５会話（やり取り・発表）、６授業態度
基準：秀＝90％以上、優＝80％以上、良＝70％以上、可＝60％以上、不可＝59％以下。
対象①形成的評価：学期内に実施したすべてのテスト、パフォーマンス評価（ルーブリックの教員評価）

②統括的評価：学期中間試験、学期末試験（J.TEST又はJLPTレベルの模擬試験、作文、会話試験）
２．卒業試験①～④に合格すること。

①言語活動【話す（発表）】：卒業前発表をルーブリックで教員が評価する。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：作文試験、会話試験を教員が採点。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST AC又はJLPT N2レベルの模擬試験（読解、聴解）。
④言語能力：J.TEST AC又はJLPT N2レベルの模擬試験（文字・語彙、文法）。

【目標到達判定】
１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得すること。
・レベル判定の方法
①言語活動【話す（発表）】：卒業前の発表を対象に教員がルーブリック評価をする。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：卒業試験として作文、会話試験を実施し、教員が採点する。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST AC又はJLPT N2レベルの卒業試験(読解、聴解)の成績で判定する。

２.高等教育機関への進学を決めること。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得すること。
・判定方法：卒業時、目標シート全項目が〇（達成）以上であること（教員評価、自己評価どちらも）。

４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。
・判定方法：ポートフォリオで、自律学習の振り返りシートがすべて確認できること。

【出席率要件】
１.累計出席率が90％以上であること。

３



専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学２年課程（ 4月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

初級Ⅰ
(A1)

【聞く】はっきりとゆっくりとした発音ならば、ごく基本的な家族、買い物、ア
ルバイトなどの身近な話題にが理解できる。自分に向けられた丁寧でゆっくりと
話された指示や短い簡単な説明が理解できる。
【読む】短く簡潔に書かれた文の中から、自分に必要な情報を取り込むことがで
きる。
【話す（やり取り）】自分に向けてはっきりとゆっくりと、繰り返しを交えて話
されることであれば、指示や説明の文が聞き取れる。自分の状況をごく簡単な日
本語で相手に伝えることができる。
【話す（発表）】自分についての簡単な情報を伝えることができる。準備して練
習した後でなら人前で短い発表をすることができる。
【書く】家族や自国など身近な話題について、ごく簡単な文を書くことができ、
自分の意見や考えを短い文で記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ったり、教員のアドバイスを受け
たりしてヒントを得ることができれば、自分の学習を振り返り、自分で評価する
ことができる。

160
時間

初級Ⅱ
(A2)

【聞く】簡単で明瞭な発音の日本語なら、求める情報をだいたい聞き取ることが
できる。繰り返したり言い換えたりしてもらえれば、相手の言いたいことがだい
たい理解できる。
【読む】身近な話題についての短い簡単なテクストが理解できる。日常生活で目
にする看板や掲示物、説明、指示などの文が理解できる。
【話す（やり取り）】身近な話題であれば、トラブルや自分の状況について言い
換えたり繰り返したりしながら伝えることができる。相手の話に感想を述べたり、
感情のやり取りをしたりできる。
【話す（発表）】経験したことや希望、夢などをわかりやすい簡単な日本語で記
述できる。テーマについての自分の意見を練習すれば短い文で発表することがで
きる。
【書く】身近な話題や経験したことであれば、短い文を書くことができる。資料
や辞書の助けを借りれば、自分の意見や感想を短い文で記述することができる。
【学習を自ら管理する能力】グループや教員との話し合いなどのヒントがあれば、
自分自身で決めた目標を見直したり具体的な計画の見直しができる。

200
時間

初中級
(B１)

【聞く】短い物語も含めて、仕事、学校、余暇などの場面で普段出合うごく身近
な事柄について、共通語で明瞭に話されたものなら要点を理解できる。もし、話
が共通語で発音もはっきりとしていれば、自分の周りでの長い議論の要点を普通
に理解できる。
【読む】簡潔な事実関係の文で、自分の専門分野や興味のある事柄なら読んでほ
ぼ理解できる。様々な読み物から、重要な情報や筆者の意図をだいたい汲み取る
ことができる。長めの文章から生活に必要な情報の主要部分が取り出せる。
【話す（やり取り）】明瞭な発音であれば、トラブルや起こったことについて話
したり、アドバイスをしたり、感想を述べたり、感情のやり取りをしたりできる。
日常頻繁に遭遇する話題であれば、初めて会った相手とも適切にやり取りができ
る。親しい友人と話ことばでやり取りができる。
【話す（発表）】身近な話題や自分が経験したこと、将来の希望や夢などをきち
んとした構成で記述できる。身近な話題についてのテーマであれば自分の意見を
適切に伝えられるよう述べることができる。
【書く】与えられたテーマが、経験したことや生活の中で見聞きした事柄であれ
ば、長めの文を書くことができる。簡単な表現を使って、自分の意見や感想が読
み手に正確に伝わるよう記述することができる。希望や要望だけでなく、経験や
意見、感情が簡単な語彙や表現を用いて記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

240
時間

４



専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学２年課程（ 4月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

中級Ⅰ
(B1)

【読む】未習の語彙や表現が多少あっても、既習語彙や文脈から意味を推測して
読み進めることができ、書き手の主張や展望がある程度理解できる。
【聞く】丁寧で共通語で話されるインフォメーションが正確に聞き取れる。毎日
や普段の仕事上の話題について、簡単な事実関係の情報を理解できる。耳慣れた
発音で、明瞭に話されていれば、具体的な話の要点を理解できる。
【話す（やり取り）】面接で初対面の相手に丁寧な表現を使って受け答えができ
る。身近な話題について、自分の考え方や感じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し、自分の意見が言え
る。将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】意見交換や調べた情報をもとに、情報や知識を自ら集め、少し長めのま
とまりのある文を書くことができる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

340
時間

中級Ⅱ
(B2)

【聞く】自然な速さで話される日本語の音声を聞いて、相手の感情をくみ取るこ
とができ、適切な対応ができる。自分の専門分野での技術的な議論を含めて、共
通語で話されれば、抽象的な話題でも具体的な話題でも、内容的にも言語的にも
かなり複雑な話の要点を理解できる。もし、ごく身近なテーマと内容で、プレゼ
ンテーションが簡潔で明確な構成を持っているならば、自分の専門の範囲で講義
や話を理解できる。
【読む】多岐にわたる資料や情報の中から、自分が欲しい情報を取捨選択できる。
評論やエッセイなど多種多様な文章を読んで、文章全体の意味をとらえることが
できる。
【話す（やり取り）】場面や相手に合わせた適切なやり取りができる。なじみの
ない難しい話題であっても、前後の文脈から意図を汲み取り、自分の考え方や感
じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し自分の意見が言える。
将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】あるテーマについて、調べた情報や資料からわかったこと、更に自分の
意見や主張が、適切な構成をもって読み手に伝わるよう記述できる。
【学習を自ら管理する能力】タスクに合わせて自分で目標を立てることができ、
達成のための具体的な実効性のある計画を立てることができる。

400
時間

中上級
(B2)

【聞く】生であれ、放送であれ、身近な話題でなくとも、個人間、社会、学問、
職業の世界で通常出合う話題について、共通語で話されれば理解できる。周囲の
極端な騒音、不適切な談話構成や慣用表現だけが理解を妨げる。内容的にも言語
的にも複雑な講義、話、報告、そのほかの学問的・専門的なプレゼンテーション
の要点は理解できる。
【読む】レポートや論説文の経緯や状況の説明が理解できる。エッセーを読んで、
筆者の考え方や感じ方がほぼ正確に理解できる。雑誌などで紹介された記事がイ
ラストや写真などのヒントを得て理解できる。
【話す（やり取り）】ビジネス場面で簡単な受け答えができる。身近な話題につ
いて友達と自然な表現を使っておしゃべりができる。場や相手に合わせて、くだ
けた表現や敬語などを使い分けてストレスのない会話ができる。
【話す（発表）】物語を読んで展開や自身の感想が聞き手に伝わるよう発表でき
る。なじみのない話題であっても、きちんと準備をすれば説得力のある構成で発
表ができる。
【書く】自分に関することについて求められている情報を正確に記入することが
できる。広汎な話題について資料や辞書を用いて自分の意見を読み手にわかるよ
う効果的な構成で記述ができる。
【学習を自ら管理する能力】卒業後の将来を見据えた長期的な学習計画が立てら
れる。振り返りができ、足りない部分を補ったり、追加の目標や計画を立てたり
して、見直しながら自分で計画を調整することができる。

180
時間
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年９か月課程（７月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程全体の到達目標

１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得する。

【目標設定の根拠】進学後、新生活の煩雑な手続き、初対面の相手との緊張した状態での複雑な感情のやり
取り、進学先の専門的な講義、すべてを独力で問題なく対処するために必要な日本語能力として、「日本語
教育の参照枠」に照らし到達目標をB2レベルとした。

【言語活動ごとの総合的な目標】
【聞く】自分の専門分野だけでなく、生活する上で遭遇する様々な場面で、複雑な表現や語彙を含む説明や
助言を聞いて、必要な情報がほぼ正確に聞き取れる。一般的な速度で話される日本語から、自分に必要な情
報や説明の重要な部分を聞き取ることができる。
【読む】自分の専門分野の話題、関心のある話題であれば、わからない語や複雑な表現が含まれていても、
読み返したり辞書の助けを借りたりすれば１人で読みとくことができる。説明や指示の文を読んで、自分が
求めている情報の部分を探すことができる。
【話す（やり取り）】自分の意見や気持ちを適切な語彙や表現を用いて伝えることができる。相手の気持ち
や意図を適切にくみ取りながら、状況や意見、感情を言い換えたり繰り返したりして誤解なく相手につたえ
ることができる。
【話す（発表）】様々なタスクに合った発表が、必要な下調べや準備をすれば効果的な構成で記述できる。
関心のある分野や体験した事柄について、まとまりのある長い文での発表ができる。
【書く】求められるタスクに合わせて、正確に読み手に伝わるようわかりやすく効果的な構成で書くことが
できる。進学後の手続きや新生活に必要な情報を発信するための文書が適切に書ける。生活の様々な場面で
記入が必要な書類に、自分の情報が正確に記載できる。

２.高等教育機関への進学を決める。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得する。
４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。

成績・修了要件

【成績・修了要件】
１．全学期の成績表の総合判定が可（60％）以上であること。
科目：１文法・読解、２文字・語彙、３聴解、４作文、５会話（やり取り・発表）、６授業態度
基準：秀＝90％以上、優＝80％以上、良＝70％以上、可＝60％以上、不可＝59％以下。
対象①形成的評価：学期内に実施したすべてのテスト、パフォーマンス評価（ルーブリックの教員評価）

②統括的評価：学期中間試験、学期末試験（J.TEST又はJLPTレベルの模擬試験、作文、会話試験）
２．卒業試験①～④に合格すること。

①言語活動【話す（発表）】：卒業前発表をルーブリックで教員が評価する。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：作文試験、会話試験を教員が採点。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの模擬試験（読解、聴解）。
④言語能力：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの模擬試験（文字・語彙、文法）。

【目標到達判定】
１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得すること。
・レベル判定の方法
①言語活動【話す（発表）】：卒業前の発表を対象に教員がルーブリック評価をする。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：卒業試験として作文、会話試験を実施し、教員が採点する。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの卒業試験(読解、聴解)の成績で判定する。

２.高等教育機関への進学を決めること。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得すること。
・判定方法：卒業時、目標シート全項目が〇（達成）以上であること（教員評価、自己評価どちらも）。

４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。
・判定方法：ポートフォリオで、自律学習の振り返りシートがすべて確認できること。

【出席率要件】
１.累計出席率が90％以上であること。
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年９か月課程（ ７月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

初級Ⅰ
(A1)

【聞く】はっきりとゆっくりとした発音ならば、ごく基本的な家族、買い物、ア
ルバイトなどの身近な話題にが理解できる。自分に向けられた丁寧でゆっくりと
話された指示や短い簡単な説明が理解できる。
【読む】短く簡潔に書かれた文の中から、自分に必要な情報を取り込むことがで
きる。
【話す（やり取り）】自分に向けてはっきりとゆっくりと、繰り返しを交えて話
されることであれば、指示や説明の文が聞き取れる。自分の状況をごく簡単な日
本語で相手に伝えることができる。
【話す（発表）】自分についての簡単な情報を伝えることができる。準備して練
習した後でなら人前で短い発表をすることができる。
【書く】家族や自国など身近な話題について、ごく簡単な文を書くことができ、
自分の意見や考えを短い文で記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ったり、教員のアドバイスを受け
たりしてヒントを得ることができれば、自分の学習を振り返り、自分で評価する
ことができる。

160
時間

初級Ⅱ
(A2)

【聞く】簡単で明瞭な発音の日本語なら、求める情報をだいたい聞き取ることが
できる。繰り返したり言い換えたりしてもらえれば、相手の言いたいことがだい
たい理解できる。
【読む】身近な話題についての短い簡単なテクストが理解できる。日常生活で目
にする看板や掲示物、説明、指示などの文が理解できる。
【話す（やり取り）】身近な話題であれば、トラブルや自分の状況について言い
換えたり繰り返したりしながら伝えることができる。相手の話に感想を述べたり、
感情のやり取りをしたりできる。
【話す（発表）】経験したことや希望、夢などをわかりやすい簡単な日本語で記
述できる。テーマについての自分の意見を練習すれば短い文で発表することがで
きる。
【書く】身近な話題や経験したことであれば、短い文を書くことができる。資料
や辞書の助けを借りれば、自分の意見や感想を短い文で記述することができる。
【学習を自ら管理する能力】グループや教員との話し合いなどのヒントがあれば、
自分自身で決めた目標を見直したり具体的な計画の見直しができる。

200
時間

初中級
(B１)

【聞く】短い物語も含めて、仕事、学校、余暇などの場面で普段出合うごく身近
な事柄について、共通語で明瞭に話されたものなら要点を理解できる。もし、話
が共通語で発音もはっきりとしていれば、自分の周りでの長い議論の要点を普通
に理解できる。
【読む】簡潔な事実関係の文で、自分の専門分野や興味のある事柄なら読んでほ
ぼ理解できる。様々な読み物から、重要な情報や筆者の意図をだいたい汲み取る
ことができる。長めの文章から生活に必要な情報の主要部分が取り出せる。
【話す（やり取り）】明瞭な発音であれば、トラブルや起こったことについて話
したり、アドバイスをしたり、感想を述べたり、感情のやり取りをしたりできる。
日常頻繁に遭遇する話題であれば、初めて会った相手とも適切にやり取りができ
る。親しい友人と話ことばでやり取りができる。
【話す（発表）】身近な話題や自分が経験したこと、将来の希望や夢などをきち
んとした構成で記述できる。身近な話題についてのテーマであれば自分の意見を
適切に伝えられるよう述べることができる。
【書く】与えられたテーマが、経験したことや生活の中で見聞きした事柄であれ
ば、長めの文を書くことができる。簡単な表現を使って、自分の意見や感想が読
み手に正確に伝わるよう記述することができる。希望や要望だけでなく、経験や
意見、感情が簡単な語彙や表現を用いて記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

240
時間
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年９か月課程（ ７月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

中級Ⅰ
(B1)

【読む】未習の語彙や表現が多少あっても、既習語彙や文脈から意味を推測して
読み進めることができ、書き手の主張や展望がある程度理解できる。
【聞く】丁寧で共通語で話されるインフォメーションが正確に聞き取れる。毎日
や普段の仕事上の話題について、簡単な事実関係の情報を理解できる。耳慣れた
発音で、明瞭に話されていれば、具体的な話の要点を理解できる。
【話す（やり取り）】面接で初対面の相手に丁寧な表現を使って受け答えができ
る。身近な話題について、自分の考え方や感じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し、自分の意見が言え
る。将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】意見交換や調べた情報をもとに、情報や知識を自ら集め、少し長めのま
とまりのある文を書くことができる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

340
時間

中級Ⅱ
(B2)

【聞く】自然な速さで話される日本語の音声を聞いて、相手の感情をくみ取るこ
とができ、適切な対応ができる。自分の専門分野での技術的な議論を含めて、共
通語で話されれば、抽象的な話題でも具体的な話題でも、内容的にも言語的にも
かなり複雑な話の要点を理解できる。もし、ごく身近なテーマと内容で、プレゼ
ンテーションが簡潔で明確な構成を持っているならば、自分の専門の範囲で講義
や話を理解できる。
【読む】多岐にわたる資料や情報の中から、自分が欲しい情報を取捨選択できる。
評論やエッセイなど多種多様な文章を読んで、文章全体の意味をとらえることが
できる。
【話す（やり取り）】場面や相手に合わせた適切なやり取りができる。なじみの
ない難しい話題であっても、前後の文脈から意図を汲み取り、自分の考え方や感
じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し自分の意見が言える。
将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】あるテーマについて、調べた情報や資料からわかったこと、更に自分の
意見や主張が、適切な構成をもって読み手に伝わるよう記述できる。
【学習を自ら管理する能力】タスクに合わせて自分で目標を立てることができ、
達成のための具体的な実効性のある計画を立てることができる。

400
時間
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年６か月課程（１０月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程全体の到達目標

１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得する。

【目標設定の根拠】進学後、新生活の煩雑な手続き、初対面の相手との緊張した状態での複雑な感情のやり
取り、進学先の専門的な講義すべてを、自分で調べたり助言を得たりしながら問題なく対処するために必要
な日本語能力として、「日本語教育の参照枠」に照らし到達目標をB2レベルとした。

【言語活動ごとの総合的な目標】
【聞く】自分の専門分野だけでなく、生活する上で遭遇する様々な場面で、複雑な表現や語彙を含む説明や
助言を聞いて、自分に必要な情報をだいたい理解することができる。共通語で一般的な速度で話される丁寧
な日本語から、自分に必要な情報や説明の最も重要な部分を聞き取ることができる。
【読む】自分の専門分野の話題、関心のある話題であれば、わからない語や複雑な表現が含まれていても、
読み返したり辞書の助けを借りたりすれば１人で読みとくことができる。説明や指示の文を読んで、自分が
求めている情報を探すことができる。
【話す（やり取り）】自分の意見や気持ちを適切な語彙や表現を用いて伝えることができる。わからない語
彙や表現があっても、相手の気持ちや意図をだいたい理解することができ、自分の意見、感情をほぼ正確に
相手につたえることができる。
【話す（発表）】様々なタスクに合った発表が、必要な下調べや準備をすれば相手にきちんと伝わるようわ
かりやすく記述できる。関心のある分野や体験した事柄について、まとまりのある長い文での発表ができる。
【書く】求められるタスクに合わせて、自分の意見を読み手に伝わるようわかりやすく書くことができる。
進学後の手続きや新生活に必要な情報を発信するための文書が適切に書ける。生活の様々な場面で記入が必
要な書類に、自分の情報が正確に記載できる。

２.高等教育機関への進学を決める。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得する。
４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。

成績・修了要件

【成績・修了要件】
１．全学期の成績表の総合判定が可（60％）以上であること。
科目：１文法・読解、２文字・語彙、３聴解、４作文、５会話（やり取り・発表）、６授業態度
基準：秀＝90％以上、優＝80％以上、良＝70％以上、可＝60％以上、不可＝59％以下。
対象①形成的評価：学期内に実施したすべてのテスト、パフォーマンス評価（ルーブリックの教員評価）

②統括的評価：学期中間試験、学期末試験（J.TEST又はJLPTレベルの模擬試験、作文、会話試験）
２．卒業試験①～④に合格すること。

①言語活動【話す（発表）】：卒業前発表をルーブリックで教員が評価する。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：作文試験、会話試験を教員が採点。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの模擬試験（読解、聴解）。
④言語能力：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの模擬試験（文字・語彙、文法）。

【目標到達判定】
１.「日本語教育の参照枠」B2レベルの日本語能力を獲得すること。
・レベル判定の方法
①言語活動【話す（発表）】：卒業前の発表を対象に教員がルーブリック評価をする。
②言語活動【書く】【話す（やり取り）】：卒業試験として作文、会話試験を実施し、教員が採点する。
③言語活動【聞く】【読む】：J.TEST DE又はJLPT N3レベルの卒業試験(読解、聴解)の成績で判定する。

２.高等教育機関への進学を決めること。
３.社会性と協調性を身につけ、日本社会に適応できる能力を獲得すること。
・判定方法：卒業時、目標シート全項目が〇（達成）以上であること（教員評価、自己評価どちらも）。
４.自律学習を通して、学習を自ら管理する能力を獲得する。
・判定方法：ポートフォリオで、自律学習の振り返りシートがすべて確認できること。
【出席率要件】
１.累計出席率が90％以上であること。

９



専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年６か月課程（ １０月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

初級Ⅰ
(A1)

【聞く】はっきりとゆっくりとした発音ならば、ごく基本的な家族、買い物、ア
ルバイトなどの身近な話題にが理解できる。自分に向けられた丁寧でゆっくりと
話された指示や短い簡単な説明が理解できる。
【読む】短く簡潔に書かれた文の中から、自分に必要な情報を取り込むことがで
きる。
【話す（やり取り）】自分に向けてはっきりとゆっくりと、繰り返しを交えて話
されることであれば、指示や説明の文が聞き取れる。自分の状況をごく簡単な日
本語で相手に伝えることができる。
【話す（発表）】自分についての簡単な情報を伝えることができる。準備して練
習した後でなら人前で短い発表をすることができる。
【書く】家族や自国など身近な話題について、ごく簡単な文を書くことができ、
自分の意見や考えを短い文で記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ったり、教員のアドバイスを受け
たりしてヒントを得ることができれば、自分の学習を振り返り、自分で評価する
ことができる。

40
時間

初級Ⅱ
(A2)

【聞く】簡単で明瞭な発音の日本語なら、求める情報をだいたい聞き取ることが
できる。繰り返したり言い換えたりしてもらえれば、相手の言いたいことがだい
たい理解できる。
【読む】身近な話題についての短い簡単なテクストが理解できる。日常生活で目
にする看板や掲示物、説明、指示などの文が理解できる。
【話す（やり取り）】身近な話題であれば、トラブルや自分の状況について言い
換えたり繰り返したりしながら伝えることができる。相手の話に感想を述べたり、
感情のやり取りをしたりできる。
【話す（発表）】経験したことや希望、夢などをわかりやすい簡単な日本語で記
述できる。テーマについての自分の意見を練習すれば短い文で発表することがで
きる。
【書く】身近な話題や経験したことであれば、短い文を書くことができる。資料
や辞書の助けを借りれば、自分の意見や感想を短い文で記述することができる。
【学習を自ら管理する能力】グループや教員との話し合いなどのヒントがあれば、
自分自身で決めた目標を見直したり具体的な計画の見直しができる。

200
時間

初中級
(B１)

【聞く】短い物語も含めて、仕事、学校、余暇などの場面で普段出合うごく身近
な事柄について、共通語で明瞭に話されたものなら要点を理解できる。もし、話
が共通語で発音もはっきりとしていれば、自分の周りでの長い議論の要点を普通
に理解できる。
【読む】簡潔な事実関係の文で、自分の専門分野や興味のある事柄なら読んでほ
ぼ理解できる。様々な読み物から、重要な情報や筆者の意図をだいたい汲み取る
ことができる。長めの文章から生活に必要な情報の主要部分が取り出せる。
【話す（やり取り）】明瞭な発音であれば、トラブルや起こったことについて話
したり、アドバイスをしたり、感想を述べたり、感情のやり取りをしたりできる。
日常頻繁に遭遇する話題であれば、初めて会った相手とも適切にやり取りができ
る。親しい友人と話ことばでやり取りができる。
【話す（発表）】身近な話題や自分が経験したこと、将来の希望や夢などをきち
んとした構成で記述できる。身近な話題についてのテーマであれば自分の意見を
適切に伝えられるよう述べることができる。
【書く】与えられたテーマが、経験したことや生活の中で見聞きした事柄であれ
ば、長めの文を書くことができる。簡単な表現を使って、自分の意見や感想が読
み手に正確に伝わるよう記述することができる。希望や要望だけでなく、経験や
意見、感情が簡単な語彙や表現を用いて記述できる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

240
時間
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇進学１年６か月課程（ １０月期生）

◆３、教育課程と到達目標

教育課程毎の到達目標 授業時間数

中級Ⅰ
(B1)

【読む】未習の語彙や表現が多少あっても、既習語彙や文脈から意味を推測して
読み進めることができ、書き手の主張や展望がある程度理解できる。
【聞く】丁寧で共通語で話されるインフォメーションが正確に聞き取れる。毎日
や普段の仕事上の話題について、簡単な事実関係の情報を理解できる。耳慣れた
発音で、明瞭に話されていれば、具体的な話の要点を理解できる。
【話す（やり取り）】面接で初対面の相手に丁寧な表現を使って受け答えができ
る。身近な話題について、自分の考え方や感じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し、自分の意見が言え
る。将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】意見交換や調べた情報をもとに、情報や知識を自ら集め、少し長めのま
とまりのある文を書くことができる。
【学習を自ら管理する能力】グループで話し合ってアドバイスをもらえ、ヒント
を得ることができれば、自分の立てた計画を振り返り、見直したり、より具体的
な実効性のある計画を立てることができる。

340
時間

中級Ⅱ
(B2)

【聞く】自然な速さで話される日本語の音声を聞いて、相手の感情をくみ取るこ
とができ、適切な対応ができる。自分の専門分野での技術的な議論を含めて、共
通語で話されれば、抽象的な話題でも具体的な話題でも、内容的にも言語的にも
かなり複雑な話の要点を理解できる。もし、ごく身近なテーマと内容で、プレゼ
ンテーションが簡潔で明確な構成を持っているならば、自分の専門の範囲で講義
や話を理解できる。
【読む】多岐にわたる資料や情報の中から、自分が欲しい情報を取捨選択できる。
評論やエッセイなど多種多様な文章を読んで、文章全体の意味をとらえることが
できる。
【話す（やり取り）】場面や相手に合わせた適切なやり取りができる。なじみの
ない難しい話題であっても、前後の文脈から意図を汲み取り、自分の考え方や感
じ方を表現することができる。
【話す（発表）】あるテーマについての発表で、問題提起し自分の意見が言える。
将来の展望について自分の意見を主張することができる。
【書く】あるテーマについて、調べた情報や資料からわかったこと、更に自分の
意見や主張が、適切な構成をもって読み手に伝わるよう記述できる。
【学習を自ら管理する能力】タスクに合わせて自分で目標を立てることができ、
達成のための具体的な実効性のある計画を立てることができる。

320
時間
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇学費・寮費
入学初年度（1年目）

２年次

※寮費以外に、水道光熱費（実費額）がかかります。また入国時には飛行機代・電車代がかかります。

◇入国後に掛かる費用
・生活に係る費用：自転車購入費用（任意）、自転車保険代金（必須）
・学習に係る費用：研修旅行費用（行き先によって金額は異なります）
・進学に係る費用：JLPT受験料、その他の民間試験受験料、進学先の学校への出願料

◇支払方法
以下の口座に1年分の学費・寮費を日本円で支払いをして下さい。

銀行名 山口銀行（The Yamaguchi Bank, Ltd.）
SWIFTコード YMBK JPJT
支店名 今浦支店（Imaura Branch）
支店住所 山口県下関市今浦町11－10（ 11-10 Imaura,shimonoseki,Yamaguchi, Japan ）
口座番号 ６１８２８０１
口座名義 学校法人さくら国際学園

（School Corporation Sakura International Academy）

◇入学辞退と学費返金
学費（学生納付金）の返金に関しては、「学生納付金等返金規定」を定めています。

在留資格認定証明書が発行された後で、大使館或いは日本総領事館にてビザの発給が拒否された場合は、
申請者本人が学校に学費返金の手続きをする事で、入学検定料・選考料を除く全額を返金します。

来日後であって、学校入学後は、病気などのやむを得ない場合を除き、原則返金致しません。

学費（学生納付金）の返金に関しては、ホームページ掲載の「学生納付金等返金規定」を参照下さい。

進学２年課程 進学１年９か月課程 進学１年６か月課程

入学検定料 20,000円 20,000円 20,000円

入学金 60,000円 60,000円 60,000円

授業料 650,000円 650,000円 650,000円

教材費（※2年間） 35,000円 35,000円 35,000円

入寮費 20,000円 20,000円 20,000円

一括寮費（※6か月分） 90,000円 90,000円 90,000円

設備費 60,000円 60,000円 60,000円

布団代 10,000円 10,000円 10,000円

健康診断費（※2年間） 10,000円 10,000円 10,000円

銀行手数料 5,000円 5,000円 5,000円

合計 960,000円 960,000円 960,000円

進学２年課程 進学１年９か月課程 進学１年６か月課程

学費 650,000円 487,500円 325,000円

寮費 180,000円 135,000円 90,000円

◆４、留学費用
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇出願資格
対象者：外国人留学生、日本国内に在留する外国人
日本語要件：日本語学習時間が150時間を超えている事、または「提出資料の③の1」に掲げる日本語

認証試験結果を有すること。
学歴要件 ：高校卒業以上（12年以上の学校教育課程を修了した者）
年齢要件 ：18歳から概ね26歳まで
対象国 ：全ての国・地域

◇申し込み方法
①本校へ電話、又はメール（sakura@sakura.ac.jp）による問い合わせで、入学願書を取得して下さい。
当校ホームページからも取得することができます。

②申請書類を記入後、出願期限内に、当校へ郵送或いはメールして下さい。
同時に入学検定料20,000円を当校が指定する口座へ振込をして下さい。

③申請書類受領後、当校にて書類選考を実施し、選考通過者には事務局より面接（及び筆記試験）の案内
をさせて頂きます。
面接通過者は、期日までに在出入国在留管理局の提出に必要な全ての資料を提出して下さい。

◇入学資格
・本邦に在留する期間中の学業や生活に要する費用を支弁する十分な資産を有する親族が本国または日本
国内にいること

・心身ともに健康で、勉学に専念できる者
・書類選考及び面接選考を通過し、当校の校長が入学を許可する者

◇選考の流れ
入学願書及び成績証明書の提出、選考料の振込
↓

校内書類審査、選考結果の通知
↓

筆記試験・面接（現地で行う場合とオンラインの場合があります。）
↓

在留資格認定証明書（CoE）交付申請書に添付する必要書類の準備・送付
↓

出入国在留管理局より在留資格認定証明書（CoE）の交付
↓

入学金及び授業料、寮費（学生寮に入居する場合）の振込
↓

入学許可証・在留資格認定証明書（CoE）の発送（電子メールの場合もあります。）
↓

自国の日本国大使館・総領事館にて留学ビザの申請
↓

来日航空券の予約・支払
↓

来日・入国

◇資格外活動
在留資格「留学」で在籍する学生は、１週間につき２８時間以内、長期休暇期間にあっては１週間につき
４０時間以内の資格外活動が認められています。
※法律に違反する仕事、風俗営業（接客を伴う飲食業やパチンコ店等）での資格外活動はできません。

◆５、出願要項
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専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◇提出書類（申込時）
①入学願書
学校指定様式の入学願書及び履歴書（ホームページよりダウンロードできます。）

②最終学歴の成績証明書
在籍中の方は、直近の学年の成績証明書を提出して下さい。

◇提出書類（面接通過後・在出入国在留管理局提出用）
①旅券または旅券に代わる公的身分証明書の写し
旅券未取得により旅券の写しが提出出来ない場合は、旅券に代わる顔写真がある公的身分
証明書の写し（例：国民登録証明書など）

②最終学歴の卒業証書
高校の卒業予定者については、卒業見込み証明書

③日本語能力を有する事を証明する書類
１）日本語認証試験結果（写し）※必須
以下のいずれかの証明書

２）日本語学習証明書により立証する場合（原本）※任意
教育機関の所在地、連絡先、具体的な学習期間、申請人が受講したコースの総学習時間、証明書発行
時点における既習時間数、週当たりの学習時間数等が記載されたもの。可能な限り、履修内容、コー
スの終了目標レベル、使用教材等について記載されたものが望ましい。

④経費支弁書（原本）
学校指定様式に記入すること。様式はHPからダウンロードできます。

⑤経費支弁者と申請人との関係を立証する資料
戸籍、親族関係証明書等、申請人と経費支弁者との関係性（親子関係や親族関係）について、公的機関
から立証された書類を提出すること。

⑥預金残高証明書（原本）
※証明書の発行日がおおむね3か月以内の日付であること。
※ネパール国籍を有する者の経費支弁者である場合は、永久会計番号（PAN番号）が記載された残高証
明書を提出すること。

進学２年課程 進学１年９か月課程 進学１年６か月課程

１ 日本語能力試験（JLPT） N5以上 N5以上 N4以上

２ BJTビジネス日本語能力テスト 300点/J4以上 320点/J4以上 350点/J4以上

３ J.TEST実用日本語検定 F級/250点以上 F級/300点以上 E級/350点以上

４ 日本語NAT-TEST ５級以上 ５級以上 ４級以上

５ STBJ標準ビジネス日本語テスト 350点/BJ４以上 370点/BJ４以上 400点/BJ４以上

６ TOPJ実用日本語運用能力試験 初級A-5以上 初級A-5以上 初級A-４以上

７ J-cert生活・職能日本語検定 A2.1(初級)以上 A2.1(初級)以上 A2.2(準中級)以上

８ JLCT外国人日本語能力検定
JCT５以上
/40点以上

JCT５以上
/55点以上

JCT４以上
/50点以上

９
実践日本語コミュニケーション検
定・ブリッジ（PJC Bridge）

C-以上 C+以上 B-以上

１０
JPT日本語能力試験
JPT Elementary

315点以上
68点以上

330点以上
89点以上

375点以上
89点以上

１１ 日本語オンラインテスト(JOT) JT５以上 JT５以上 JT４以上

１２
旧 日本語能力評価試験（JPET）
現 駿台日本語能力試験（S-JEP)

300点以上 300点以上 350点以上

◆６、提出書類（進学２年課程・進学１年９か月課程・進学１年６か月課程共通）
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⑦資金形成を明らかにする資料
預金形成に至った経緯について、出入金明細書の原本や預金通帳の写しを過去3か年分提出すること。
※預金者名、金融機関名、口座番号、取引内容（取引日付、取引金額及び残高）等が適切に判読できるも
のを提出すること。

※定期預金口座により資金形成を立証する場合には、定期預金に係る出入金明細書に加えて、当該定期預
金口座に預金した金額について、その資金形成経緯を立証する資料とともに提出すること。

⑧経費支弁者の仕事を立証する資料
１）経費支弁者が会社員の場合

勤務先又は公的機関から発行された在職証明書原本を提出すること
２）経費支弁者が事業を営む場合

営業許可証の写し、事業登録証明書写し、公的機関から発行された当該事業を営むことが分かる書類
等を提出すること

３）経費支弁者が企業等の役員の場合
公的機関から発行された法人登記簿謄本等写しを提出すること。
ただし、法人登記簿謄本上に記載がない役員の場合は、在職証明書原本を提出すること

４）経費支弁者が１）から３）以外の職業に従事する場合（農業従事者等）
経費支弁者の職業を立証できる公的機関から発行された証明文書を提出すること

⑨経費支弁者の収入を証明する資料
１）個人所得税を管轄する公的機関から発行された証明文書を提出すること
２）個人所得税を管轄する公的機関からの証明文書が提出できない場合は、当該経費支弁者の収入及び個

人所得額について、公的に立証できる機関が作成した説明資料を提出すること
３）収入額については、総収入額と諸税金等控除後の実収入額の双方が記載されたものを提出すること

⑩結核非発病証明書
フィリピン、ネパール、ベトナム、インドネシア、ミャンマー及び中国国籍者は、入国前結核スクリーニ
ングにおける結核非発病証明書を提出すること。

⑪顔写真
6 か月以内に撮影した、正面・半身・無帽のもの。うち 1 枚を入学願書 の右上写真欄に添付
裏面に申請者の氏名を記入すること。

⑫日本語訳
提出書類には書類毎に日本語訳を添付して下さい。

◇注意事項
専門学校さくら国際言語教育学院日本語学科は専門課程ではありませんので、専門士の資格を取得する
ことはできません。

◇振込先口座情報
銀行名 山口銀行（The Yamaguchi Bank, Ltd.）
SWIFTコード YMBK JPJT
支店名 今浦支店（Imaura Branch）
支店住所 山口県下関市今浦町11－10（ 11-10 Imaura,shimonoseki,Yamaguchi, Japan ）
口座番号 ６１８２８０１
口座名義 学校法人さくら国際学園

（School Corporation Sakura International Academy）

◇問い合わせ
名称 ：学校法人さくら国際学園 専門学校さくら国際言語教育学院
郵便番号：７５８－００１１
住所 ：山口県萩市大字椿東３０００番地１０
事務局 ：TEL：0838-21-7289 FAX：0838-21-7189 E-mail : hagisakura@sakura.ac.jp

専門学校さくら国際言語教育学院 日本語学科

◆６、提出書類（進学２年課程・進学１年９か月課程・進学１年６か月課程共通）

◆７、その他
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◇募集コース（国際学科）
ビジネス日本語コース（外国人対象）：能力試験対策
中国語コース（日本人対象）：中国語初級文法・会話・聴解
韓国語コース（日本人対象）：韓国語初級文法・会話・聴解

◇募集人員
全コース合計140名

◇時間割

◇本校が求める人物像
学習意欲があり、進学する意欲と情熱が感じられる人物

◇本学が目指す人物像
外国語の習得を通じて、異文化の理解と人格の高揚を図り、国際親善と国際平和に資する人物

◇出願資格
１）ビジネス日本語コース ２）中国語コース、韓国語コース

外国人留学生、日本国内に在留する外国人 日本国籍を有する日本人
日本語要件：日本語能力試験N4以上 学歴要件：高校卒業以上（義務教育12年以上）
学歴要件：高校卒業以上（義務教育12年以上） 年齢要件：18歳から概ね26歳まで
年齢要件：18歳から概ね26歳まで
対象国：全ての国・地域

◇学費

◇提出書類
入学願書（学校指定様式）および履歴書

◇申し込み方法
本校へ電話、又はメール（hagisakura@sakura.ac.jp）にて提出して下さい。

◇入学資格
書類選考及び面接選考を通過し、当校の校長が入学を許可する者

◇問い合わせ
名称 ：学校法人さくら国際学園 専門学校さくら国際言語教育学院
郵便番号：７５８－００１１
住所 ：山口県萩市大字椿東３０００番地１０
事務局 ：TEL：0838-21-7289 FAX：0838-21-7189 E-mail : hagisakura@sakura.ac.jp

コース名 修業期間 入学定員 総定員
ビジネス日本語コース（外国人対象） 2年 10名 40名

中国語コース（日本人対象） 2年 20名 40名
韓国語コース（日本人対象） 2年 40名 80名

計 70名 140名

専門学校さくら国際言語教育学院 国際学科

日中ビジネス日本語コース 中国語コース・韓国語コース

時間割 開始時刻 終了時刻 時間割 開始時刻 終了時刻

1時間目 13:30 14:15 1時間目 17:00 17:45

2時間目 14:15 15:00 2時間目 17:45 18:30

3時間目 15:10 15:55 3時間目 18:40 19:25

4時間目 15:55 16:40 4時間目 19:25 20:10

5時間目 16:50 17:35 5時間目 20:15 21:00

項目 費用 項目 費用

入学検定料 15,000円 授業料（※2年間） 1,200,000円

入学金 50,000円 教材費（※2年間） 20,000円

合計 1,285,000円
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